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以下の各問いに答えよ,解 答は別紙,解 答用紙に記すこと.ま た,解 答のはじめに必ず問

題番号を書き, どの問題の解答であるかを明示した上で,明 陳に解答を書き記すこと.不

明陳なものには加点しない。

集合ム=(1+キ1角=1,2,3,…・}とするとき,maxム,min A,supム,infムを
求めよ。ただし,も し存在しなければ,存 在しないと答えよ.

方程式 Cos-lα=Tan‐lv毎 を解け.

□爪づ=2軌ご17昭

次の極限を求めよ.

●煎 十覇万号=万)が

~1密
(-1<密 <1)と するとき,以 下の問いに答

□
次の関数の漸近展開あ 0翻 いて書き表せ.鈴 Ю 馬 計 郷 村

(1)10g(1+露 ) 0札

定積分をもとめよ.

2″

えよ.

(1)メ(0)を求めよ.

(2)メ
′
(2)を求めよ.

(3)す(露)を求めよ (もつと簡単な式にせよ).

関数exp(が)の導関数を求めよ.
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0)を ガンマ関数とする。「(3)を求めよ.

発散するか,理 由をつけて,答 えよ.

0 ≦″≦号のときの|″とs i n 密の大小レヒ較)

≦″のときのc~a2とc_っの大小比較)

□取う=がれキ均れ>
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